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は
じ
め
に 

現
在
、
国
有
林
が
管
理
経
営

を
行
っ
て
い
る
人
工
林
の
半
数

以
上
が

10
齢
級
を
超
え
る
な

ど
利
用
段
階
に
入
り
、
今
後
順

次
主
伐
・
更
新
時
期
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
管
理
経
営
基
本
計

画
等
に
掲
げ
ら
れ
た
国
有
林
や

民
有
林
等
に
お
け
る
針
広
混
交

林
化
等
の
取
組
を
先
導
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
の
更
新
手
法
の
有

効
な
手
段
の
１
つ
で
あ
り
、
造

成
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
資
す
る

天
然
力
を
活
用
し
た
施
業
の
推

進
は
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
国
有
林

の
経
営
に
お
い
て
急
務
と
言
え

ま
す
。 

 

針
広
混
交
林
化
を
進
め
る
た

め
に
は
、
多
様
な
樹
種
、
多
様
な

階
層
構
造
に
誘
導
す
る
た
め
の

技
術
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ

け
広
葉
樹
資
源
を
持
続
的
に
育

成
し
て
い
く
た
め
に
は
後
継
樹

の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
が
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
天
然
林
択
伐
施
業
後
の
更
新

補
助
技
術
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。 

 

背
景
と
目
的 

択
伐
施
業
は
、
単
木
な
い
し

群
状
で
伐
採
す
る
非
皆
伐
施
業

法
で
、
樹
木
の
更
新
確
保
と
木

材
の
持
続
的
生
産
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
択
伐
の
繰
り
返
し

は
サ
サ
の
増
加
を
促
進
し
、
そ

の
結
果
、
実
生
更
新
が
困
難
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
各
地
の
択
伐
施

業
指
標
林
等
で
は
、
地
が
き
に

よ
り
サ
サ
の
繁
茂
を
抑
え
る
施

業
が
行
わ
れ
、
稚
樹
個
体
数
増

加
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
択

伐
と
地
が
き
を
組
み
合
わ
せ
た

施
業
」
の
効
果
に
つ
い
て
は
事

例
が
少
な
く
、
ま
た
、
林
分
特
性

（
樹
種
構
成
、
母
樹
、
種
子
の
豊

凶
、
照
度
、
下
層
植
生
、
エ
ゾ
シ

カ
の
食
害
等
）
に
よ
り
施
業
効

果
が
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
択
伐
と

小
面
積
地
が
き
を
組
み
合
わ
せ

た
施
業
」
と
「
根
返
し
施
業
」
を

実
施
し
、
下
層
植
生
の
抑
制
効

果
と
高
木
性
樹
種
の
更
新
と
定

着
促
進
効
果
に
つ
い
て
検
証
し

て
い
ま
す
。 

 試
験
地 

択
伐
後
の
更
新
補
助
作
業

と
し
て
、
重
機
（
バ
ッ
ク
ホ

ウ
）
に
よ
り
「
小
面
積
の
地

が
き
」
と
「
根
返
し
」
の
２

種
類
の
処
理
を
実
施
。 

〇
「
小
面
積
地
が
き
」
は
、

択
伐
後
の
伐
根
の
周
囲
の
地

表
面
を
か
き
起
こ
し
て
サ
サ

等
の
地
下
茎
を
除
去
す
る
と

と
も
に
Ａ
層
に
あ
る
暗
色
雪

腐
病
菌
を
除
去
す
る
方
法
で

す
。 

〇
「
根
返
し
」
は
、
伐
根
を

重
機
で
転
倒
さ
せ
、
風
倒
に

よ
る
根
返
り
と
同
様
の
状
態

と
す
る
処
理
方
法
で
す
。 

〇
さ
ら
に
、
「
エ
ゾ
シ
カ
」
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の
食
害
に
よ
る
更
新
へ
の
影

響
を
評
価
す
る
た
め
、
「
地

が
き
区
」
「
根
返
し
区
」
そ

れ

ぞ

れ

に

シ

カ

柵

を

設

置

し
ま
し
た
。 

 

調
査
内
容 

〇
シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る

種
子
散
布
量
調
査
。 

〇
下
層
植
生
に
つ
い
て
、
サ

サ
の
本
数
、
被
度
、
最
大
高
、

平
均
高
を
測
定
、
高
木
性
樹

種
の
稚
樹
（
樹
高
５
㎝
以
上
）

に
つ
い
て
、
樹
種
を
判
別
し
、

樹
高
を
測
定
。 

 

考
察 

〇
「
小
面
積
地
が
き
」 

（1）
照
度

20
％
以
下
で
は
、
更

新
、
サ
サ
と
も
に
数
が
減
少

し
、
30
％
以
上
か
ら
は
双
方

と
も
数
が
上
昇
し
ま
し
た
。

50

％

を

超

え

る

と

サ

サ

の

数

は

大

幅

に

増

加

し

ま

し

た

。

30

％

～

40

％

前

半

で

は
、
中
間
種
の
増
加
が
見
ら

れ
、
遷
移
初
期
種
、
遷
移
後

期
種
を
含
め
、
更
新
バ
ラ
ン

ス
が
良
好
な
照
度
帯
と
言
え

ま
す
。 

（2）

種

子

供

給

が

多

か

っ

た

ダ
ケ
カ
ン
バ
の
更
新
率
は
、

通
常
の
地
が
き
と
比
べ
る
と

非
常
に
少
な
い
更
新
と
な
り

ま
し
た
。 

〇
「
根
返
し
」 

（1）

作

業

に

使

用

し

た

バ

ッ

ク
ホ
ウ
は
、
根
の
切
断
を
一

方
向
か
ら
行
う
た
め
、
作
業

に
時
間
を
要
し
、
根
が
地
中

で
切
断
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
根
返
し
を
行
う
と
根
か
ら

表
土
が
剥
が
れ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
。 

（2）

地

が

き

面

側

に

接

し

た

伐
根
は
、
サ
サ
の
本
数
・
被

度
等
が
そ
れ
ぞ
れ
最
低
で
、

加
え
て
表
土
が
多
く
残
さ
れ

た
箇
所
は
更
新
が
良
好
で
し

た
。 

（3）

根

返

し

木

の

伐

根

上

部

の
生
存
率
は
、

42
％
で
「
地

が
き
」
28
％
と
比
べ
て
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

（4）

起

伏

の

あ

る

伐

根

上

部

で
は
中
型
か
ら
大
型
種
子
は

地
表
に
落
下
し
定
着
し
な
い

場
合
が
多
い
と
推
測
さ
れ
ま

す
。 

〇
「
シ
カ
柵
の
効
果
」 

（1）

柵
内
の
更
新
残
存
本
数
は

柵
外
に
比
し
て
２
割
程
度
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

（2）

減
少
数
の
多
い
樹
高
階
は

約
40
㎝
～
120
㎝
で
、
サ
サ
の
平

均
高
が
約
40
㎝
で
あ
り
、
サ
サ

の
成
長
と
関
連
性
が
示
唆
さ

れ
、
加
え
て
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
の

2０0

㎝
以
上
の
残
存
本
数
割
合

は
柵
内
が
31
％
、
柵
外
は
7
％

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
成
長
に
も

著
し
く
影
響
し
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
ま
す
。 

（3）
「
根
返
し
」
で
の
ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
の
２
ｍ
以
上
の
残
存
本
数

割
合
は
28
％
で
「
地
が
き
」
の

柵
内
の
本
数
割
合

31

％
に
相

当
し
、
エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
減
少

効
果
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

 

結
果 

以
上
の
結
果
か
ら
、「
小
面
積

地
が
き
」
及
び
「
根
返
し
」
の
更

新
補
助
作
業
は
、
下
層
植
生
を

抑
制
す
る
効
果
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、「
地
が
き
」
で
は
、

サ
サ
地
下
茎
を
３
本/

㎡
以
上

残
し
た
場
合
、
２
年
後
に
は
平

均
で
27
本/

㎡
ま
で
回
復
し
被

度
が
高
く
な
る
結
果
を
踏
ま
え

る
と
、
サ
サ
地
下
茎
の
除
去
は

最
も
重
要
と
言
え
ま
す
。 

更
新
で
は
照
度
（

30

％
～

40
％
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
よ
り
、
旺
盛
と
な
り
、
定

着
促
進
効
果
が
見
ら
れ
る
と
と

も
に
、
鳥
散
布
型
の
中
間
種
か

ら
も
更
新
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
多
様
な
樹
種
、
階
層
を
目

標
と
す
る
観
点
か
ら
も
有
効
な

施
業
と
言
え
ま
す
。 

ま
た
、
母
樹
の
豊
凶
は
初
期

の
更
新
樹
種
を
決
定
す
る
こ
と

か
ら
、
目
標
と
す
る
樹
種
の
母

樹
を
残
存
さ
せ
、
付
近
で
択
伐

と
小
面
積
の
地
が
き
を
セ
ッ
ト

で
行
い
、
回
帰
年
で
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
り
、
目
標
の
広
葉
樹

林
分
を
造
成
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、「
根
返
し
」
に

お
け
る
伐
根
上
部
は
周
囲
よ

り
も
比
高
が
高
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
サ
サ
等
の
影
響
を

受
け
に
く
く
、
シ
カ
柵
を
設

置
し
た
「
地
が
き
」
に
相
当

す
る
高
木
性
樹
種
の
更
新
と

定
着
促
進
効
果
が
見
ら
れ
、

エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
も
抑
制
す

る

効

果

が

期

待

さ

れ

ま

し

た
。 
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【
は
じ
め
に
】 

 

上
川
中
部
森
林
管
理
署
は
、

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
、
石
狩

川
の
上
・
中
流
部
に
位
置
し

て
お
り
、
１
５
．
８
万
ha
の

国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。 

当
署
管
内
の
森
林
の
特
徴

は
山
岳
部
を
中
心
に
、
国
内

で
も
有
数
の
針
葉
樹
と
広
葉

樹
が
混
ざ
っ
た
天
然
林
地
帯

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く

は
大
雪
山
国
立
公
園
を
は
じ

め
と
す
る
公
園
地
域
等
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

湿
地
、
高
山
帯
な
ど
、
特

殊
な
立
地
条
件
の
下
に
成
立

し
て
い
る
植
物
群
落
も
多
く
、

学
術
的
な
価
値
が
高
い
こ
と

か
ら
「
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」
等
の
保
護
林
の
設
定
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
大
雪
山
系
は
、
十

勝
岳
を
は
じ
め
と
す
る
道
内

有
数
の
火
山
地
帯
で
あ
り
、

山
地
災
害
防
止
機
能
の
発
揮

が
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。 

 

【
地
域
の
課
題
】 

 

造
林
を
中
心
に
事
業
体
、

森
林
組
合
の
労
働
力
不
足
や

高
齢
化
が
著
し
い
中
、
林
業

採
算
性
の
悪
化
も
伴
い
、
森

林
所
有
者
の
施
業
に
対
す
る

関
心
も
薄
い
現
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

主
伐
・
再
造
林
の
循
環
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に

も
、
地
域
の
造
林
、
保
育
に

係
る
省
力
化
お
よ
び
コ
ス
ト

縮
減
に
向
け
た
意
識
の
醸
成

が
必
要
で
あ
り
、
森
林
所
有

者
の
森
林
施
業
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
考
え
ま
す
。 

民
有
林
で
は
経
済
性
等
に

よ
り
森
林
施
業
技
術
開
発
の

実
施
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

国
有
林
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
有

効
性
等
の
検
証
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 【
地
域
の
課
題
に
対
す
る
取
組
】 

 

当
署
に
お
い
て
も
地
域
の

課
題
と
し
て
「
地
域
の
造
林
・

保
育
に
係
る
省
力
化
お
よ
び

コ
ス
ト
縮
減
」
を
掲
げ
て
お

り
、
平
成
30
年
度
か
ら
「
多

様
な
大
型
機
械
地
拵
が
下
刈

作
業
に
及
ぼ
す
影
響
」
に
つ

い
て
調
査
し
、
地
域
に
発
信

し
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
伐
採
か
ら

地
拵
・
植
付
ま
で
の
一
貫
作

業
に
お
い
て
、
主
伐
後
に
①

人
力
（
刈
払
機
）
②
バ
ッ
ク

ホ
ウ
③
グ
ラ
ッ
プ
ル
レ
ー
キ

④
全
回
転
格
子
バ
ケ
ッ
ト
の

４
手
段
で
地
拵
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
効
率
や
地

拵
後
の
笹
等
の
発
生
状
況
、

植
栽
木
（
カ
ラ
マ
ツ
）
の
成

長
量
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
下

刈
費
用
を
算
出
し
て
、
地
拵

か
ら
下
刈
ま
で
の
全
体
を
通

し
た
コ
ス
ト
比
較
検
証
を
行

い
ま
す
。 

そ
の
他
に
「
多
様
な
植
栽

密
度
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗

の
成
長
比
較
」
と
し
て
、
０

～
１
７
５
０
本/

ha

ま
で
の

試
験
区
を
設
定
し
て
の
生
存

率
や
枝
の
張
り
方
を
含
め
た

成
長
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
た
に
「
多
様
な

下
刈
方
法
が
コ
ン
テ
ナ
苗
の

成
長
に
及
ぼ
す
影
響
」
と
し

て
様
々
な
下
刈
試
験
区
を
設

定
し
て
の
省
力
化
調
査
も
行

っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
試
験
地
に
お
い
て
、

上
川
地
域
の
市
町
村
林
務
担

当
者
も
参
加
し
た
小
規
模
現

地
検
討
会
を
開
催
し
た
結
果
、

関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。 

【
今
後
に
向
け
て
】 

試
験
地
に
お
い
て
の
検
証

等
を
継
続
的
に
実
施
し
、
現

地
検
討
会
等
の
開
催
に
よ
り
、

市
町
村
林
務
担
当
者
等
の
国

有
林
の
取
り
組
み
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
と
併
せ
て
、

効
率
的
な
作
業
に
よ
り
、
造

林
・
保
育
の
省
力
化
等
に
向

け
た
意
識
が
高
ま
る
よ
う
取

り
組
み
を
今
後
も
進
め
て
い

き
ま
す
。 

地域課題の解決に向けた取組 

全回転格子バケット地拵風景 

低密度植栽箇所 

小規模現地検討会の様子 
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や森林の巡視、

【
森
林
事
務
所
の
概
要
】 

紋
別
森
林
事
務
所
は
、
北
海

道
北
東
部
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に

面
し
た
紋
別
市
に
所
在
し
、
上

渚
滑
（
か
み
し
ょ
こ
つ
）
森
林
事

務
所
と
の
合
同
森
林
事
務
所
で
、

管
轄
面
積
は
紋
別
・
上
渚
滑
森

林
事
務
所
併
せ
て
約
２
万
６
千

ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

紋
別
市
は
カ
ニ
や
ホ
タ
テ
な

ど
の
漁
業
が
基
幹
産
業
の
街
で
、

そ
れ
に
伴
っ
た
水
産
加
工
食
品

の
生
産
な
ど
も
盛
ん
で
す
。 

ま
た
冬
は
厳
し
い
寒
さ
の
日

が
多
く
、
流
氷
が
接
岸
す
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
ガ
リ
ン
コ
号
で

の
流
氷
ク
ル
ー
ズ
目
当
て
に
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。 

紋
別
の
豊
か
な
水
産
資
源
も

こ
の
流
氷
が
由
来
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

【
森
林
事
務
所
の
業
務
】 

紋
別
森
林
事
務
所
で
行
っ
て

い
る
業
務
は
多
岐
に
渡
り
ま
す

が
、
管
内
国
有
林
の
林
野
巡
視

を
は
じ
め
、
雪
解
け
や
大
雨
の

後
の
林
道
点
検
や
森
林
の
状
況

の
把
握
、
今
後
の
森
林
施
業
の

計
画
を
立
て
る
た
め
の
ベ
ー
ス

と
な
る
地
林
況
調
査
、
苗
木
の

植
え
付
け
や
下
草
刈
を
す
る
造

林
事
業
や
森
林
を
伐
採
し
て
丸

太
の
造
材
を
行
う
製
品
生
産
事

業
の
監
督
業
務
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

管
内
の
山
々
は
傾
斜
が
き
つ

く
、
調
査
業
務
の
際
の
山
歩
き

は
過
酷
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、

山
の
声
を
聞
き
、
紋
別
の
雄
大

な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
森

林
の
整
備
に
携
わ
れ
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

【
海
岸
防
風
林
に
つ
い
て
】 

紋
別
森
林
事
務
所
の
特
徴
と

し
て
、
海
岸
防
風
保
安
林
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
紋
別
海
岸
防
風

保
安
林
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら

の
塩
害
や
強
風
な
ど
の
気
象
害

か
ら
の
防
備
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
３３
年
頃
か
ら
造
成
を
開

始
し
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
主
体

と
す
る
延
長
2.2

km
、
幅
約
80

ｍ
の
林
帯
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
昭
和
４８
年
頃
か
ら

海
岸
浸
食
が
目
立
ち
始
め
、
土

砂
や
倒
木
が
海
に
流
出
す
る
な

ど
の
被
害
も
発
生
し
、
そ
の
後

さ
ら
に
浸
食
が
進
ん
だ
結
果
、

林
帯
幅
は
約
５0
ｍ
ま
で
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、

令
和
２
年
ま
で
、
防
潮
治
山
工

事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
後
は
枯
損
し
た
林
帯
の
再

整
備
に
向
け
て
、
有
識
者
か
ら

の
意
見
聴
取
や
現
地
検
討
会
を

行
い
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。 

【
最
後
に
】 

当
事
務
所
に
赴
任
し
て
早
く

も
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
赴
任
し
て
か
ら
は
管
内
の

状
況
を
把
握
す
べ
く
、
各
林
道

を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

急
峻
な
山
が
多
い
紋
別
に
お
い

て
、
期
待
の
ホ
ー
プ
の
若
手
職

員
・
ベ
テ
ラ
ン
の
非
常
勤
職
員

と
と
も
に
協
力
し
あ
い
、
事
業

量
の
多
い
こ
の
地
で
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
日
々
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
の
財
産

で
あ
る
国
有
林
の
管
理
に
努
め
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

業
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

網走西部森林管理署 西紋別支署 
 紋別森林事務所 

地域統括森林官 山﨑 義行 

製品生産事業にて丸太の積込み 

紋別海岸防風林をドローンで空撮 

流氷を撮影 

中央が地域統括森林官 
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釧
路
市
阿
寒
町
に
所
在
す
る

雄
別
森
林
事
務
所
へ
赴
任
し
て

か
ら
、
早
い
も
の
で
６
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
計
画

課
か
ら
当
森
林
事
務
所
へ
と
赴

任
し
た
当
初
は
、
現
場
で
の
業
務

に
つ
い
て
行
く
こ
と
が
出
来
る

か
不
安
で
し
た
が
、
経
験
豊
富
な

森
林
官
と
行
政
専
門
員
の
方
に
、

現
場
で
の
業
務
の
や
り
方
や
林

内
で
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
教
え
て
も
ら
い
、
国
有
林

を
管
理
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
を

少
し
ず
つ
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。 

去
年
の
５
月
頃
、
ま
だ
局
の
計

画
課
に
い
た
頃
に
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
た
時
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
等
に
よ
る
７
割
出
勤
回
避
に

取
組
み
ま
し
た
が
、
今
年
も
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
感
染
防
止
対

策
に
取
組
む
中
で
、
皆
さ
ん
と
協

力
し
円
滑
な
業
務
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。 

管
轄
し
て
い
る
担
当
区
内
に

は
釧
路
地
方
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
「
シ
ュ
ン
ク
シ
タ
カ
ラ
湖
」

や
「
雄
別
炭
鉱
跡
地
」
が
あ
る
た

め
、
そ
こ
を
訪
れ
よ
う
と
し
て
い

る
方
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

局
に
い
た
頃
に
次
の
勤
務
地

が
釧
路
市
だ
と
わ
か
っ
た
時
は
、

釧
路
市
は
夏
で
も
涼
し
い
印
象

だ
っ
た
た
め
快
適
な
生
活
が
送

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事

務
所
は
釧
路
市
と
言
っ
て
も
内

陸
部
に
あ
り
、
７
月
～
８
月
は
気

温
が
30
度
前
後
に
な
る
日
も
多

く
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
車
内
が

一
番
快
適
で
し
た
。 

森
林
事
務
所
で
の
主
な
業
務

は
、
林
野
巡
視
や
委
託
業
務
の
監

督
な
ど
で
す
が
、
日
々
の
業
務
の

傍
ら
に
キ
ノ
コ
や
山
菜
を
発
見

し
た
り
、
野
生
動
物
と
出
会
っ
た

り
と
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
こ
と
ば
か
り
で
と
て
も

楽
し
い
で
す
。 

特
に
、
林
野
巡
視
で
は
、
安
全

運
転
に
心
が
け
林
道
を
走
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
車
が
好

き
な
の
で
、
林
道
上
で
の
様
々
な

状
況
へ
の
対
処
な
ど
色
々
な
経

験
が
で
き
ま
す
。（
余
談
で
す
が
、

愛
車
は
冒
頭
の
写
真
に
写
っ
て

い
る
、
局
時
代
に
お
世
話
に
な
っ

た
方
か
ら
安
く
お
譲
り
い
た
だ

い
た
ジ
ム
ニ
ー
で
す
） 

今
後
は
、
雄
別
森
林
事
務
所
に

１
台
配
備
さ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー

ン
を
積
極
的
に
運
用
し
、
日
々
の

現
場
業
務
の
効
率
化
へ
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
以
前O

Ｗ
Ｌ
（
森
林
３

次
元
測
定
シ
ス
テ
ム
）
や
３
Ｄ
ウ

ォ
ー
カ
ー
と
い
う
機
器
に
触
れ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｗ

Ｌ
は
林
内
で
立
っ
て
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
、
３
Ｄ
ウ
ォ
ー
カ
ー
は

機
械
を
背
負
っ
て
林
内
を
歩
く

だ
け
で
そ
れ
ぞ
れ
ス
キ
ャ
ン
範

囲
内
に
あ
る
木
の
樹
高
や
直
径

な
ど
を
自
動
計
測
し
、
さ
ら
に
１

本
１
本
の
樹
形
も
３
次
元
デ
ー

タ
化
し
パ
ソ
コ
ン
上
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
大
変
便
利

な
代
物
な
の
で
す
が
、
い
ず
れ
こ

れ
ら
が
各
署
に
配
備
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

第１６話

根釧西部森林管理署 

滝吉 将輝

日本で最後に発見された湖とされ
ているシュンクシタカラ湖 

私が働く雄別森林事務所 

巡視中に出会ったキツネ 

雨で深く洗掘されてしまった 
林道の様子 
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【宗谷森林管理署】 

令和 3 年 8 月 23 日（月）～9 月 10 日（金）、
宗谷森林管理署管内で伐採と造林の一貫作業の事
業請負者である山栄産業株式会社が北の森づくり
専門学院（以下学院）生徒 1 名のインターンシッ
プを受け入れ、各種作業の実践研修を実施しまし
た。学院では長期インターンシップを 2 回実施し
ており、1 回目は、6 月 28 日～7 月 16 日まで
の期間、道内各地の林業・木材産業関連企業にお
いて行っています。この取組は、企業で一時的に
従事することで、実践的な能力の育成と実社会へ
の適応力の向上を目的としており、生徒たちは、3
週間にわたるインターンシップを経験しながら自
分の適性を見つめ直すとともに、希望する就業環
境に合った企業への就職活動を進めています。当
署としては宗谷地域担い手確保推進協議会等を通
じて“将来の宗谷林業の担い手”となる人材確保
に向けた取組に今後も協力・支援をしていきます。 

  

【石狩森林管理署】 
令和 3 年 9 月 4 日（土）、秋晴れの中、ニッカ

ウヰスキー北海道工場の方々が「小樽国有林のア
カエゾマツ人工林（昭和 53 年植栽）」で森林保全
活動を実施しました。石狩森林管理署ではニッカ
ウヰスキー北海道工場と令和元年度に森林整備協
定を締結しており、今年は 3 年目の活動となりま
す。コロナ渦での緊急事態宣言中にも関わらず、
外業での作業から密状態にならないとのことやマ
スク着用など防止対策を講じたうえで、北海道工
場の職員 11 名が参加しました。 

森林官から林内作業での注意事項を受け、早速、
枝打ちを行いました。日中は気温も 25 度以上と
汗ばむほどの陽気となり、持参のペットボトルで
水分を補給しながら、黙々と枝を落としていき、1
時間ほどで林内はすっきりしました。次年度も継
続して森林保全活動を実施していただく予定で
す。 

 
 
 

 

 
 
【上川南部森林管理署】 

令和３年 9 月 10 日（金）、上川南部森林管理
署では、占冠村と共同で同村ニニウの村有林にお
いて、カラマツコンテナ苗の植栽に係る勉強会を
開催しました。コンテナ苗を活用した国庫補助事
業による植栽は、上川南部地域の民有林では占冠
村有林が初めてとなるため、翌週から始まる植栽
作業の本番前に、同村林業振興室と当署が民間の
林業事業体を対象に開催したものです。 

当日は、この季節にしては直射日光がやや強く
感じる天候の下、林業事業体 3 名、占冠村 2 名、
当署 5 名の計 10 名で行いました。 

はじめに占冠村の根本林業振興室長がコンテナ
苗を手に取り、メリットやデメリットの説明を行
いました。当署からは、植栽適地の条件、植裁器具
の特徴、植栽器具毎の作業方法の説明の後、林業
事業体の方に 1 人で植栽する場合と専属で穴掘り
のみ、植栽のみをする場合での植栽を体験しても
らい、作業効率の違いを実感してもらいました。 

ニッカの森でアカエゾ
マツの枝打ちを実施 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

占冠村 村有林でコン
テナ苗植栽勉強会を
開催しました 

 

【檜山森林管理署】 
令和 3 年 9 月 10 日（金）、江差町水堀の砂坂

海岸林にて、「江差北小学校グリーンスクール」を
開催しました。このグリーンスクールは、砂坂海
岸林の自然にふれ、動植物の生態や植生など自然
の観察力を育む目的で、2003 年に遊々の森協定
を締結して以来開催しております。今年は児童 34
名と先生 9 名の参加で、1・2 年生 18 名と、3・
4 年生 16 名に分かれて実施しました。 

1・2 年生は、森のスタンプラリーを実施。９箇
所あるポイントを巡り、配られた地図にスタンプ
を押しゴールを目指すものです。3・4 年生は海岸
林内の展示館で、輪切りの木板・枝葉・端材などを
使った軽工作を行いました。これらは、森林に対
して親しみを持ってもらおうというプログラム
「森の仲間たち」を実施。当日は天気に恵まれ児
童の皆さんが元気にプログラムに取り組んでいま
した。 

北の森づくり専門
学院の長期インタ
ーンシップの実施 

砂坂海岸林（江差町）
でグリーンスクール
を開催しました 
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も り 

今
月
の
表
紙 

 今月の木 「ナナカマド」 

 ナナカマドは北海道の森林の中で見ら

れ街路樹として植えられています。秋に

は美しく真っ赤に色づき実も紅く色づき

ます。 

 

ナナカマドのイラストを 

表紙の月数字に載せました。 

8


	211005_八剣山_10月
	1_天然更新補助作業　森林技術・支援センター
	2_地域課題_（上川中部署）10月号
	3_こんにちは森林官（紋別森林事務所）
	4_森林の話 _滝吉将輝
	211005_挿絵の変更_各地からの便り
	211001_最後



